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―出版物索引あるいは索引出版物を考える（その２）―
戸 田 光 昭
平成１２年５月／５－２０１／表紙／Ａ５２０１Ｃ ２０００年７月３日月曜日
１．百科事典操縦法―まず索引に手を伸ば
せ―
『百科事典操縦法』（以下，『操縦法』と略称）
という隠れたベストセラーがある。「隠れた」と
は，普通の本屋さんで購入できないという意味で
ある。平凡社の『世界大百科事典』の購読者にだ
け配布された出版物であるから，この百科事典を
買わない人は入手できない。
『操縦法』は，百科事典を活用するためのノウ
ハウが詰まっており，大変に便利な本である。ハ
ンディーな新書版サイズの軽装，１９５ページの本
であるが，読みやすく編集されている。副題に
「１，０００万人の情報整理学」と書いてあり，百科
事典を活用することは情報を整理することにつな
がるという趣旨で制作されている。
第１章は「百科事典とは何であるか」となって
おり，第２章に「百科事典操縦法」が書かれてい
る。その最初が「まず索引に手を伸ばせ」である。
そこには次のような事例が紹介されている。
「――私の近くで仕事をしている若い女性が，
『世界大百科事典』で，例の芸術学校のバウハウ
スのことをしらべているのです。見ていると，や
はりいきなり本項目を引いている。もちろんバウ
ハウスという項目はちゃんと出ています。すると
彼女はそれで満足して本を閉じてしまいました。
そこでインデックス（索引）を使うことを教えた
わけです。バウハウスのことを索引で見てゆきま
すと，さっき彼女が引いたバウハウスという項目
のほかに，索引項目として九ヵ所も出てきます。
「近代建築」という項目をはじめ，「グロピウス」
「別刷図版・グロピウス作品選」「建築学」「工業
デザイン」「室内装飾」「抽象美術」「表現主義」「モ
ホリ・ナジ」などにバウハウスに関する記述が
あって，そのほか『バウハウス双書』や「バウハ
ウス友の会」なども項目として出ているわけです。
――これは外国のある百科事典の例ですが，セッ
トを買って箱をあけたら，いちばん上にインデッ
クスのカタログがのっている。この索引の卷こそ
あなたの隠れた宝の案内書だというわけだ。ルッ
ク・ファーストとあってね。
――現代的な言い方をすると索引は，百科事典を
操縦するためのイグニッション・キーです。キー
をもっていなければ自動車はスタートしない。百
科事典を操縦しようと思ったら，まず索引を使え
という大宣伝をしなければならないな。
――百科事典の操縦法を教えないで，百科事典を
売ることは，運転法を知らない人に自動車を売る
ようなものです。もっとも百科事典は運転できな
くても怪我することはないが。
――そのかわり，応接間に飾っているだけのこと
になる。そっとしまって磨いているだけでは，百
科事典も自動車も大金を投じて買ったねうちがあ
るはずはない。
――索引の卷なんてなくてもいいから，その分だ
け安くしてくれという人もいるよね。
――索引は百科の鍵だということを絶対に強調し
なくてはいけないね。」１）
２．辞書と索引
辞書（dictionary）とは，言葉の書物（wordbook）
と言う意味から作られた用語である。しかし，単
に言葉を集めただけの単語集ではない。言葉を集
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めて，それを利用しやすいように一定の順序で配
列してあるのが辞書であり，五十音順，アルファ
ベット順などで並べてあることが多い。
「辞書体目録（dictionary catalog）」という図
書館の専門用語がある。図書館用語なので，一般
には使われていないが，大きな英和辞書には載っ
ている用語である。その説明によればつぎの通り
である。
「著者・書名・件名などのすべての記入（entry）
と参照を一つのアルファベット順の下に排列した
目録」２）
この説明で大切なのは，あらゆる言葉（見出し
語）を「一つのアルファベット順の下に排列した」
という部分である。英語の用語の場合なので，ア
ルファベット順になっているが，日本語であれば，
五十音順ということになろう。
すなわち，辞書は機能としては索引そのもので
あり，言葉の索引という機能がなければ辞書では
ないということになる。
３．未来の百科事典の条件
『百科事典操縦法』には，百科事典に関する興
味深いことがらが多数記述されているが，「索引」
すなわち「百科事典の機能」に関わる大切な事項
が，「未来の百科事典の条件」として述べられて
いるので，つぎに引用する。
「記事の内容がしっかりしていること，文章・
印刷が読みやすく，平明でわかりやすいこと，と
いった点は，百科事典を「作る側」が努力すべき
問題だから，これは別にして「使う側」から，「理
想的な百科事典」の条件を考えてみると，次のよ
うになる。
１ 必要な項目が，ひと目で，簡単に見つけ出
せること。
２ 必要な記事だけを，大した労力もなく，す
ばやく，簡単にとり出せること。
３ 関連項目の索引も，同時にひき出せること。
４ とり出した記事を，簡単にもとの所へもど
せること。
５ できれば，必要な記事のコピーだけをひき
出せるようになっており，コピーをなくして
しまっても，またいくつでも「母記録（マザー
レコード）」からコピーがとれるようになっ
ていること。
６ 記事の改訂，補充，つまり古い記事と新し
い記事の「さしかえ」が簡単にできること。
７ 百科事典そのものは，大したスペースをと
らず，手もとにおけること。
こういった条件は，結局，「情報の検索・ひき出
し・複写・書きこみと消去・貯蔵」といった，現
代のコンピューターをふくめた「情報システム」
の条件とまったく同じである。」３）
これは，現在のデータベースの考え方である。
この『操縦法』が発行された１９７３年には，まだ
「データベース」という言葉は一般に広く使われ
てはいなかった。むしろデータバンク，情報シス
テムなどの言葉の方が分かりやすい言葉として使
われていた。データベースは当初，軍事用語とし
て，次にコンピュータ用語として使われるように
なり，現在では一般化している。
コンピュータによるデータベースは，従来の索
引の果たしてきた機能を簡単に使うことができる
が，それは索引の考え方が基本になっているから
である。
４．全集の索引
４．１ 梅棹忠夫著作集 別巻 年譜 総索引（中
央公論社,１９９４）４）
この著作集は全部で２２巻あり，その全てを対象
として，この総索引が作られている。この別巻の
構成は，つぎのようになっている。
１ 第１部 著者の年譜である。著者の履歴を
年代順に列記してある。この年譜作成のもと
となる資料（情報源）は，著者の手元に保存
されていた大量の記録ファイルである。原資
料の保存がしっかりしていたから，このよう
に正確で，詳細な，しかも日付まで入った年
譜が完成したのであろう。なお，著作目録も
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くわえることになっていたが，ページ数が
１，０００ページを超えてしまうほどの大冊に
なるため，割愛せざるを得なかったというこ
とである。
２ 第２部 全巻目次一覧である。これは各巻
ごとの目次をすべて集めたものである。さら
に，各巻につけた『月報』に寄せられたエッ
セイの執筆者名と表題もまとめて「月報表
題・執筆者一覧」として，目次一覧の末尾に
つけてある。
３ 第３部 収録論文項目索引である。内容は
第２部の全巻目次一覧と同じであるが，論文
名から検索できるように配列してある。ここ
で取り上げた論文項目とは，独立して執筆し
た論稿だけが対象となっており，一つの論稿
に入っているそれぞれの章節や小見出しは収
録していない。配列は五十音順となっていて，
カタカナ，ひらがな，漢字，アルファベット
は，すべてがその読みにおきかえられた順序
で並んでいる。したがって，さまざまな文字
が混在している形式である。
４ 第４部 総索引である。凡例によれば，
「第１巻～第２２巻を通じて，著者の業績と関
心領域および履歴を展望するのに鍵となる用
語（キーワード）を中心に抽出したものであ
る。」その範囲は，各巻まえがき，本文（解
説，註，参考文献をふくむ），コメント（各
巻の巻末に二つの論稿が掲載されている）に
限定し，「文化」「文明」「人類」などの抽象
的概念をしめす用語や一般的な概念をあらわ
す用語は，原則として前後に限定的な表現を
ともなう場合に限ってえらんでいる。索引の
見出し語は，内容に即したキーワードを基盤
として選択しているので，本文の用語そのま
まではなく，表現を一部簡略化した形でしめ
している。人名，地名，民族名，言語名，団
体名，機関名などは，原則としてそのほとん
どを網羅的に収録しているが，頻繁に出てく
る見出し語（例えば「国立民族学博物館」な
ど）は，内容的に情報量の多いものに限って
とってある。配列は五十音順になっており，
カタカナ，ひらかな，漢字が読みの順で並ん
でいる。ローマ字など欧文表記（アルファ
ベット文字）の用語は，別に集めて，アル
ファベット順に並んでいる。
４．２ 漱石全集 第２８巻 総索引（岩波書店，
１９９９年）５）
１ 凡例 この総索引は，和文索引と欧文索引
とからなり，見出し語は，一般事項，固有名
詞を区別せずに，和文索引では五十音順，欧
文索引ではアルファベット順に配列してある。
索引項目として，人名・地名・書名などの固
有名詞はできるだけ網羅的に採取してある。
一方，一般的な事項や言葉については，その
重要性により判断し，かならずしも網羅的に
なっていない。また，見出し語の採用にあ
たっては，固有名詞以外の一般事項や言葉に
対して，概念による項目の統合整理を行なっ
ていない。したがって，指し示しているもの
が同一であっても異なった言葉で表現されて
いる場合は，索引の項目（見出し語）として
は，別の項目として取り上げられるのが原則
となっている。項目の表記はできるだけ漱石
の表記のしたがっているが，通常の表記と違
う場合は，検索の便を考えて，通常の表記を
補ってある。
２ 和文索引 日本の地名・人名などのローマ
字表記や，人名のイニシアルによる表記など
は，和文索引にふくめて，その読みの五十音
順で配列してある。表記が旧仮名遣いによる
場合は，表音式に従い，現代仮名遣いで検索
できるように配列してある。漢字の読みは，
漱石の読みが示されているときは原則として
それに従い，同じ表記でも読みが異なる場合
は，代表となる読みの個所にすべての項目を
集め，それと異なる読みの個所には参照項目
を立てるなどで対応している。
３ 欧文索引 原則として，本文中欧文で表記
されているものを集めて，アルファベット順
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に配列してある。本来同一項目が和文・欧文
の索引に分かれて見出し語が採られている場
合は，適宜参照マークを付けて，相互に参照
できるように示している。
４．３ 折口信夫全集 別巻 総索引（中央公論
社，１９６８年）６）
１ 項目・用語 この総索引は折口信夫全集３１冊
全巻の索引である。項目の選択は，一定の基準
を設けずに，編者の判断で予め利用の便を考慮
して設定してある。見出し語の表記は多くの前
例をもとに慣用によっているが，一部，通用語
を用いた所もある。沖縄，琉球や鎮魂，たまふ
りなどの同義異語は便宜に従って統一したが，
さらに参照の印をつけてある。
２ 配列 歴史的仮名遣いを用い，配列は五十音
順になっている。見出し語は項と目の二段構え
となっており，目は五十音順に依らない場合も
ある。
３ 項目については，全般的に統一を図ったが，
「天の香具山」「香具山」のように２ヵ所に出
した場合もあり，参照をつけて解決をはかって
いる。
４ 用語の採取 あらかじめ項目を設定せず，あ
らゆる方面の読者を想定してカードを作り，整
理の段階で取捨する方法をとっている。時には
内容からカード化している。さらに，内容を正
確に検索できるように工夫して，二段構えと
なっている。作業には膨大なカードを使い，用
意したカードは１５万枚であったが，さらに五万
枚を追加したほどである。
５．白書の索引
５．１ 白書の白書（年刊，木本書店）７）
政府が発行している「白書」は，主要なものだ
けでも３０種類あまりあり，全部合わせると２０，０００
ページ近くになる。これは重要な情報源であるが，
白書全体を効果的に利用するためには，全体を読
むことのできる辞書のような索引書が必要である。
そのうちの一つが，『白書の白書』である。
その構成はつぎのようになっている。まず本文
として，政府発行の全白書の最新版に掲載の主な
内容とデータが紹介されている。たとえば『運輸
白書』について見ると，最初に最新版の目次が示
されており，章ごとの内容と主要データの一覧が
掲載されている。主要データとしては，例えば，
輸送機関別国内貨物輸送量，自動車保有車両数，
新幹線輸送の推移，長距離フェリー輸送実績など
が収録されている。
巻末には，索引があり，主要項目を言葉で検索
することができるようになっている。例えばアメ
リカの交通事故について知りたいときは，索引で
「アメリカ（交通事故）」という項目を見ると，
そのデータの該当ページが分かるようになってい
る。索引の完成度としてはまだ不充分であるが，
大きな項目で検索するには，便利である。
本書の利用法として，まず目次で全体を概観す
る。つぎに索引で個別のテーマを検索する。それ
ぞれの白書の概要を調べることもできる。さらに
各データのところには出典が明示されているので，
それぞれの資料を詳しく調べるときには参照する
ことができる。
なお，類書に『日本の白書：わが国の現状と課
題』８）という政府から公表された白書をすべて集め，
編集した白書のダイジェスト版があるが，単なる
ダイジェスト版であって，各白書の目次も掲載さ
れておらず，索引もついていないため，索引書と
して白書のデータを活用するには不便である。
５．２ 日本国勢図会 矢野恒太記念会編（年刊，
国勢社）
日本がわかるデータブックという副題がついた
データ集である。上述の白書と同様に日本の現状
を把握する時に，大変役に立つ情報源とし
て，１９２７年に創刊された７０年以上の歴史を有する
総合統計資料集である。
その最大の特色は使いやすい索引にある。日常
的に知りたいと思う社会事象を，統計データを通
じて判断するために，索引語を豊富に選んでいる。
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例えば日本における学校数の最近の傾向を知りた
い時は，「学校数」という索引語（索引項目）で
引くと，該当ページが示してあり，そのページを
見ると，学校基本調査にもとづく「学校・教員・
在学者数の変化」という表がある。この表によれ
ば，小学校の数は，１９８０年代をピークに減少し，
高等学校は１９９０年代初頭，短期大学は１９９３年を
ピークに減少していることがわかる。
また，「ビール」で引くと，「１人あたりビール
の消費量」という民間企業がまとめた統計をもと
にした図があり，日本のビール生産量は世界第４
位であるが，１人あたりの消費量は第２４位にしか
ならないということが分かる。
「にわとり」に関する統計を調べると，養鶏地
域の変遷が顕著である。１９６０年代に養鶏王国で
あった愛知，静岡，兵庫がベスト３から外れ，か
わって鹿児島，宮崎，岩手などがベスト３に入っ
て来た。また，鶏卵の生産は順調に伸びつづけ，
ピークに達しているが高水準を保っているのに対
し，鶏肉（ブロイラー）の生産は１９９０年代初頭が
ピークでその後，減少に転じていることが分かる。
鶏肉輸入量の増加による影響が大きいものと考え
られる。
５．３ 経済白書 経済企画庁編 （年刊，大蔵省
印刷局）１０）
政府発行の白書には，索引がついていない。別
冊でCD―ROM版を発行している場合は，これを
使って検索することが可能であるが，CD–ROM
版が発行されていない場合は，上記の「白書の白
書」や「日本国勢図会」を使って調べることにな
る。
代表的な白書である「経済白書」の場合も同様
で，目次によって探す方法しかない。巻末に「図
表索引」があるが，これは索引ではなく，白書に
掲載されたすべての図表の一覧表，すなわち目次
である。
６．学生の調べた特色のある索引
学部のゼミで課題に「索引」をテーマに出した。
各自の興味を持つ分野で特色のある索引を見つけ
て，その結果をレポート用紙にまとめ，発表させ
たのである。その中からいくつかを次に紹介する。
６．１ 全国版スキー場CATALOG ’９２１１）
この本の索引は，五十音順，地域ごと，ならび
に地区＆目的別の３種類からなる。特にユニーク
なのが，「地区＆目的別」であって，地区別に配
列されたスキー場名簿が，２０項目のチェック項目
によって評価されている。索引と評価表を兼ねて
作られている点が，独特であり，実用的である。
このように，索引は評価とも関連が深い。
チェック項目は，１首都圏から乗り換えなし，
２インターチェンジから近い，３駅から近い，４
斬新なハイテク設備が揃っている，５都会的セン
スのシティホテルあり，６プール付きのリゾート
ホテルあり，７オシャレなスキーヤーが多い，８
チビッコ用のゲレンデあり，９託児所あり，１０子
供用レンタルスキー充実，１１上級向けのコース充
実，１２ダイナミックなスケールが自慢，１３変化に
富むロングコースあり，１４コブ斜面が人気，１５ロ
マンチックな林間コースあり，１６美しいパノラマ
が自慢，１７合宿向きの宿泊施設が豊富，１８リフト
料金が安い，１９ゲレ食は安くてボリューム満点，
２０温泉がスキー場か近隣にあり，となっている。
６．２ 家庭医学大全科１２）
この本は一般家庭で利用される家庭医学のため
のもので，１，７００ページ以上の大冊で編纂され，
病気の症状，原因，治療方法など，かなり詳しく
記載されている。
索引は３種類から成り，つぎのようになってい
る。
１ 症状でからだの異常を知る
病名がはっきり分からない時に役立つように作
られている。まず，症状を３つに分け，１一般の
症状，２子どもの症状，３お年寄りの症状となっ
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ている。最初の，一般の症状の中では，痛みがあ
る，不快感や重苦しさを感じ，体の働きがおかし
い，外形や形に異常が認められるなどとなってお
り，その中がさらに細かく分かれて，例えば痛み
があるという項目は，頭が痛い，胸が痛いなどと
なって，具体的に探すことができるようになって
いる。
２ 病名から五十音順で調べる
病名がはっきり分かっているときは，病名の五
十音順で調べることができる。
３ からだの部分名で調べる
病名が正確に分からなくても，病気に関連する
からだの部分名の一部が分かっていれば調べられ
る索引である。例えば，耳の病気でも，外耳の病
気，中耳の病気，内耳の病気，聴覚の異常と大き
く４つに分かれている。具体的に，「のどの内部
にできものができて，声が出にくくなったりする，
歌手などがよくかかるカタカナの病気名について
調べたい」という時は，まず，「のどの病気」を
選び，つぎに「喉頭と声帯・声の病気」を選ぶ。
そして，そこに挙がっている一覧から「声帯ポ
リープ」を探し出すことができる。
６．３ 最新パソコン用語事典１３）
パソコン用語の説明を中心に編纂された用語事
典である。索引の機能をみると，３つに分かれて
おり，数字部，英字部，五十音部となっている。
数字部は数字の順で並んでおり，パソコン用語に
多い数字を英字や五十音に混在させてしまうと，
索引が使いにくくなるので，数字だけの索引は便
利である。英語，フランス語など原語で書かれた
アルファベットの用語は，そのままアルファベッ
ト順の配列し，漢字やカタカナによるものは，五
十音順の配列で編集されている。
６．４ 世界地図 帝国書院１４）
地図の索引は地名を探す時には不可欠のツール
であるが，これを有効に活用しているとは必ずし
も言えない。地図は見れば分かると思ってしまう
からであろうか。しかし，同音異名の地名もあれ
ば，異音同名の地名もある。地図の索引を正確に
作るのは難しい。さらにこれをキチンと利用する
のはさらに難しいであろう。
この地図では，世界の地名が外国と日本に分け
られ，外国地名がカタカナの五十音順で，日本地
名がひらがなの五十音順で配列されている。外国
地名はカタカナだけであるが，日本地名はひらが
なの後に漢字で地名が記入されている。
それぞれの地名の後に，地図の記載ページと経
度と緯度で囲まれた地図上の場所記号が記入され
ている。例えば，３７D３Sとあれば，３７はページ
数で，Dはその地図上の経度の場所，３は緯度の
場所，SはD３の中の南側にあるという意味であ
る。
７．さまざまな索引の事例
７．１ 社史についての文献一覧１５）
本書は全体が３つの部分からなり，文献一覧が
二部構成で本体をなし，これに索引がついており，
本書を機能的に活用できるようになっている。第
一部社史目録一覧は，社史所蔵目録および総合社
史所蔵目録，外国社史所蔵目録，社史所蔵目録お
よび総合社史所蔵目録のリスト（邦文および外国
語）であり，第二部は社史文献一覧である。特に
興味深いのは第二部の社史に関するあらゆる文献
を集めた文献一覧で，これを活用するには，巻末
にある索引が大変役に立つ。
索引は３つの部分から構成されており，第１は，
まえがきにあたる「社史の世界」「続・社史の世
界」という文章の索引である。書名索引と人名索
引からできている。つぎに第２の「社史目録一覧」
についての索引があり，最後に第３の「社史文献
一覧」についての索引がある。
ここでは，興味深い文献を探すことのできる第
３の社史文献一覧の索引を取り上げて，具体例を
見てゆきたい。この索引は項目・書名・人名・媒
体の４種類の索引からできている。
そこで，項目索引で「マンガの社史」「社史の
マンガ」というのがあるので，これを具体的に見
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よう。ここでは社史は読まれないもの，マンガに
すれば社史も読まれるというトーンでまとめられ
ている。
どのような記事・文献があるかを以下に列挙す
る。
１ （漫画）「フジ三太郎（読まれぬ社史）」（社
史編纂とかけて青函トンネルととく，心は
「歳月かけたわりに利用されない」）『朝日新
聞』昭和６０年３月１９日
２ 「社史もマンガで」（社史，経済，法律，マ
ンガで勉強します――硬い内容わかりやす
く）『日本経済新聞』昭和６０年９月１０日
３ 「社史までマンガ」（マンガ現象を追う――
株，法律，教材，はては社史までもぜーんぶ
“マンガ”）『サンケイ新聞』昭和６２年２月３
日
４ （漫画）「フジ三太郎（新人類社史を黙殺）」
（書棚から取り出した社史を新入社員が机の
高さの調整に使う。“ハジメテダ，ハジメテ
ダ，（社史）ガ役ニ立ッタノハハジメテダ”
と皮肉の声があがる。）
５ 「社史もマンガになった」（建設会社大本組
の８０周年記念誌，桃山順天館などの例をあげ
ている）『朝日新聞』昭和６２年１１月１８日
６ 「いまや，社史も漫画の時代」（漫画の社史，
社内報やビデオ社史の紹介記事）『THE ２１』
昭和６３年２月号
７．２ 明治文學全集 別巻 総索引１６）
刊行開始から２５年を経て漸く完成した全集の最
終回配本である。手作業の全集索引作業としては，
おそらく最後となるであろうと月報の最終号の
「索引編集始末」に書いてある。索引項目を一つ
ずつカードに記入して，これを集めて編集会議で
検討しながら進めて行く，長く続く作業である。
コンピュータ編集では拾うことの困難な項目や用
語を集めることが可能である。こうして集められ
た索引項目を探して行くと，編集者の苦労がじか
に伝わってくるように感じる。次に，具体例を挙
げる。
銀座という地名は，銀坐と書いていたこともあ
るようだが，「銀坐」がでてくるのは，坪内逍遥
と国木田独歩の作品の中であることが分かる。
秩父にある武甲山は，志賀重昂の作品にしか出
てこない。
富嶽という言い方は，北村透谷の２作品ほか４
作品にしか使われていないが，富士という名称は
数十の例がある。
「キス」という言葉は，キッス，キュッス，吻
禮，接吻（キス，きす，キッス，きっす，きッす），
kissなどと表現していたことが分かる。
この索引を使うと，明治時代の文学におけるこ
とばの使い方の実態と諸相が良く分かる。
７．３ 図書館情報学研究文献要覧［１９８２～１９９０］１７）
この文献要覧で「索引」という項目を調べると，
「検索」「目録」などに比べるとかなり少ないこ
とがわかる。特に「索引」ということばだけで調
べると，６件しかなく，その対象は一つの記念論
文集と一つの雑誌論文の実質的には２件の文献だ
けが対象になっていた。他の４件は，この２件の
書評が文献として数えられていた。「索引」は研
究対象項目としては，研究実績が多くないという
ことが判明する。索引で研究動向の調査も簡単に
調べることが可能なのである。
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